
 ㉙ニンジンを育てよう 

種は多めに 乾燥防いで 
  ニンジンはセリ科ニンジン属の表的な緑黄色野菜です。原産は中東のアフガニスタン

で，多くのカロテンが含まれています。カロテンにはガンの発生を抑制する働きの他に体

内でビタミンＡに変換され，髪の健康や視力維持，粘膜や皮膚の健康維持，そして喉や肺

など呼吸器系統を守る働きがあります。また，油と相性がよく，揚げ物や油妙めなど共に

摂取することでビタミンＡの効果が増します。 

①畑の準備 

 種まき２週間前に，苦土石灰を１平方㍍あたり１５０㌘全面に施し，良く耕し，小石や

前作の根など取り除きます。その１週間後に，１条まきの場合，うね幅５０～６０㌢前後，

深さ１０㌢の施肥溝を切って，１平方㍍あたり堆肥２㌔，化成肥料（成分１５・１５・１５）１０

０㌘，ヨウリン２０㌘を施して耕します。 

②種まき 

 元肥の真上にまくと股根になりやすいので，元肥を入

れた溝の横に浅く溝を作り，そこに種をまき，５～８㍉

の厚さに覆土し軽く押さえ，たっぷり水をやります。ニ

ンジンの種は発芽が悪いのでやや多めにまき，敷わら，

敷草をして乾燥を防ぎます。 

③間引き・追肥 

 １回目の間引きは本葉１，２枚のころ，密生した部分

を間引き，少量の追肥をします。２回目は本葉３，４枚

のころ，生育の早いものと遅いものを抜いて株間を５㌢

ぐらいにします。そして，うねの片側を削って速効性の

化成肥料を１平方㍍当たり３０㌘程度施し，軽く土寄せ

します。３回目は本葉５，６枚のころで最終間引きにな

るので１０～１２㌢の株間に間引きます。 

④土寄せ・除草 

 追肥の時に，根の肩の部分が隠れる程度に土寄せをし

ます。根が広がる発芽後６０～７０日のころからは，中

耕，土寄せはしません。また，生育が遅いので，草に覆

われ生育不良になる前に除草します。 

⑤病害虫防除 

 根を加害するネコブセンチュウ，葉や茎を加害するヨ

トウムシなどの害虫と黒斑病，軟腐病などの病害が発生

するので登録のある農薬で防除します。 

⑥収穫 

 適期は，根の肩の部分が張ってきたころです。三寸ニンジンや小型の品種で発芽から６０～９

０日，五寸ニンジンで９０～１２０日ほどです。 
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